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老朽化したモルタル吹付法面の 
維持管理マネジメントシステム 
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モルタル吹付法面の健康状態を診断し、 
法面の再生に適切な“処方箋”をご提案します。 
数十年が経過して劣化したモルタル吹付法面は、地山の風化・侵食を防止するという本来の機能が低下するだけでなく、 

周囲の環境や景観への影響、さらには安全性の低下など、さまざまな問題を引き起こします。 

さらに、表面上はあまり変化が見られなくても、その裏側では地山の劣化がはじまっていたり、 

地山とモルタルとの剥離がはじまっていたり…という可能性もあるのです。 

日特建設は、そうしたモルタル吹付法面の“健康状態”を診断し、適切な“処方箋”を提供するマネジメントシステムを提案しています。 

老朽化診断 
独自の診断技術でモルタル吹付法面の健全度を 
迅速・的確に評価 

法面の健全度に合わせて最適な工法を提案・実行 

熱赤外線映像法 

たわみ振動法 

背面状況確認 

余計な産業廃棄物が発生 

危険なはつり作業が発生 

仮設防護柵が必要 

地山の風化に対して未対策 
余分なコストが発生！ 

経過観察 

ファイバーソイルステップ緑化工法 

適切な診断をせずに補修・補強をしてしまうと… 
 

畝（うね）状に植生基盤を造成し、法面緑化を実現！ 

こんな症状に思い当たりませんか？ 日特建設の「SLOPE DOCTOR」が目には見えない法面の“健康状態”を的確に診断。 
緑あふれる安全な法面へと再生します！ 

ス ロ ー プ ド ク タ ー  

適切な対策工を提案 

ReSP工法 

健全な法面は定期的に診断 
診断の結果、特に施工が必要ないと判断された
法面も、定期的に状態を評価します。 

ジオファイバー工法 

ネッコチップ工法 

モルタル吹付の劣化 
寒冷地での凍結融解などによって表面が劣化し、

ひび割れなどを起こしたモルタル吹付は地山

表面の風化・侵食を防止するという本来の役割

を果たせなくなります。また、そのままにしてお

くとモルタルが剥離・剥落する可能性もあり、危

険です。 

地山の劣化 
法面の表面を覆っているモルタルは健康なのに、

いつの間にか地山が劣化していた…というケー

スがあります。モルタルにひび割れなどができ

水が侵入していた、もともと岩質が弱い…など

原因はさまざまですが、放っておくと斜面崩壊

に直接つながるため、大変に危険です。 

88.4%
コスト削減率 

41.9%
コスト削減率 

7.0%
コスト削減率 

18.6%
コスト削減率 

12.8%
コスト削減率 

吹付表面の温度から背後の状態を推定
する“非接触型”の診断方法。植生など
によって適用で
きない箇所は、
「たわみ振動法」
などでカバーし
ます。 

太鼓の皮を揺らす原理で、モルタル吹
付を振動させることによって、吹付と地
山の密着度を診
断。「熱赤外線映
像法」で測定でき
ない場所にも使用
できます。 

背面の地山を観察するとともに、「熱赤
外線映像法」や「たわみ振動法」で診
断した結果の“精
度確認”を行い
ます。 

※コスト削減率は、従来工法と上記の適用事例を1,000m2当たりの単価で比
較したものです。 

モルタル吹付自体の安定性の低下 
表面上は分からなくても、いつの間にかモルタ

ル吹付と地山の密着性が低下したり、吹付の裏

面が空洞化していたりするケースがあります。こ

うした症状は、モルタル吹付法面の機能低下に

つながるばかりでなく、「水みち」ができて地山

の劣化を促進させたり、モルタル吹付自体が滑

落してしまう…という可能性もあります。 

モルタル吹付面を緑にしたいと考えたとき、植生
基盤の確保が問題となります。モルタル自体は硬
質なため、植生の根の伸長には厚い植生基盤が必
要となります。そこで、畝状に植生基盤を造成し、
法面緑化に有効な厚さを確保
します。この工法は、既設モル
タル面だけでなく、ReSP工
法施工後に使うこともできます。 

耐久性に優れたSFRCを吹付け、斜面を補強！ 
吹付背後の劣化に対して、鉄筋挿入や空洞充填を
施し、地山の安定を確保したあと、ひび割れや凍結
融解にも優れた耐久性を発揮するSFRC（鋼繊維
補強コンクリート）を吹付け、
モルタル吹付を補強します。
この工法は、寒冷地だけでな
く、植物の生育が困難な急勾
配の法面にも適しています。 

モルタル表面を連続繊維補強土で覆い、植生基盤も確保！ 
モルタル自体が比較的健全な場合は、表面を連
続繊維補強土で覆うことで延命化。同時に法面
上に厚い植生基盤を確保します。さらに、連続繊
維補強土は法面保
護工としての働きも
兼ね備えているので、
鉄筋挿入工との併
用により、効果的な
地山の安定を図るこ
とができます。 

伐採木や現地発生土から作った植生基材で斜面を被覆！ 
吹付背後の劣化が進んでいた場合は、鉄筋挿入や
空洞充填を施した後、表面を伐採木や現地発生土
から作ったリサイク
ル型の植生基材で
被覆します。植生基
材に、ダムの堆砂や
流木をリサイクルし
た例もあります。 


